2 課文法の説明Explicación de la gramática

１．現在．不規則変化
１）母音変化動詞
現在形の母音変化動詞には３つの種類がある．ここではpensar［他動］「考える」，contar［他動］「数える」， pedir［他動］「頼む」を例に説明しよう．語尾は規則変化と同じだが語根の母音が次のように変化する．
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 (1) pensar 型: YO，TÚ，ÉL，ELLOS の部分（太字の部分）でe>ieという変化（二重母音化）がある．なお，語根にe のある動詞がすべてこの変化になるわけではない．例: presentar［他動］「紹介する」presento，presentas，presenta，presentamos，presentáis，presentan.

よって両者を区別するために，次のように不定詞とともに現在/1人称単数（YO）の形を同時に覚えておく必要がある．
pensar - pienso → 母音変化動詞
presentar - presento → 規則変化動詞
(2) contar 型: YO，TÚ，ÉL，ELLOS の部分でo > ue という変化（二重母音化）がある．この二重母音化も語根にo がある動詞すべてに起こるわけではない．例: ahorrar［他動］「貯金する」ahorro，ahorras，ahorra，ahorramos，ahorráis，ahorran．よって，次のように不定詞とともに現在のYO の形を同時に覚えておく必要がある．
contar - cuento → 語根母音変化動詞
ahorrar - ahorro → 規則変化動詞
(3) pedir 型: YO，TÚ，ÉL，ELLOS の部分で語根の母音がe がi に変化している（閉母音化）．
２）zc の動詞とg の動詞
☆zc の動詞．このタイプの動詞では次のように，現在/1 人称単数形の語根にzc やg が現れる．conocer-conozco［他動］「（人や場所を）知っている」のように，不定詞形と現在/1 人称単数形を同時
に覚えておこう．
conocer → conozco, conoces, conoce, conocemos, conocéis,

conocen

不定詞が母音＋cer またはcir で終わる動詞がこのパターンになる．(☆ただし，hacer とdecir は次の「g の動詞」になる.）例:nacer-nazco［自動］生まれる； parecer-parezco［自動］…のように見える； conducir-conduzco［他動］運転する．
☆g の動詞
(1) 次の動詞は現在/1 人称単数形にg という子音が現れる．
hacer-hago［他動］する，作る; poner-pongo［他動］置く; salir-salgo［自動］出る．それ以外の人称では規則変化である．valer［自動］「価値がある」も同じパターンになる．
hacer → hago, haces, hace, hacemos, hacéis, hacen

poner → pongo, pones, pone, ponemos, ponéis, ponen

salir → salgo, sales, sale, salimos, salís, salen

（2）次の3 つの動詞では，現在/1 人称単数形のg の前にi という母音が現れる．caer-caigo［自動］落ちる; traer-traigo［他動］持ってくる; oír-oigo［他動］聞く．oír には不定詞の語尾にアクセント符号をつけなければならない（不定詞語尾に強勢があるのにアクセント符号がないと二重母音となって，o に強勢が移動してしまうからである）．また，語尾e の前でy が現れることにも注意しよう．
caer → caigo, caes, cae, caemos, caéis, caen

traer → traigo, traes, trae, traemos, traéis, traen

oír → oigo, oyes, oye, oímos, oís, oyen

 (3) 次の3 つの動詞では，現在/1 人称単数形にg が現れることの他に，語根母音変化を起こしている．tener-tengo［他動］「持つ」はpensar 型，venir-vengo［自動］「来る」はsentir 型，decir-digo［他動］「言う」はpedir 型である．
tener → tengo, tienes, tiene, tenemos, tenéis, tienen

venir → vengo, vienes, viene, venimos, venís, vienen

decir → digo, dices, dice, decimos, decís, dicen

☆これらの動詞に接頭辞をつけて派生した動詞も同じ活用パターンになる．例: deshacer-deshago［他動］壊す，componer-compongo［他動］組み立てる，sobresalir-sobresalgo［自動］抜き出る，decaer-decaigo［自動］衰退する，atraer-atraigo［他動］引きつける，mantener- mantengo［他動］維持する，intervenir-intervengo［自動］介入する．
３）その他
ir［自動］「行く」は非常に不規則な活用をするのでこのまま覚えよう．
dar［他動］「与える」は現在/1 人称単数形がdoy となる．また，語根に母音がないので強勢はすべて語尾にある．2 人称複数形にはアクセント符号がつかない．(☆「単音節語にはアクセント符号をつけない」という原則に従う.）
saber［他動］「知る」の現在/1 人称単数のsé は非常に特殊である．これは単音節語だが，「単音節語で他に同綴りの語があれば強勢のあるほうの語にアクセント符号をつける」という規則に従う．
 (☆se という語形は後で習うように代名詞として使われるので，これと区別するためにsaber の現在/1 人称単数形にアクセント符号をつけなくてはならない.）
ir → voy, vas, va, vamos, vais, van

dar → doy, das, da, damos, dais, dan

saber → sé, sabes, sabe, sabemos, sabéis, saben

ver［他動］「見る」は現在/1 人称単数形だけが特殊で，vo ではなくveo となる．
huir［自動］「逃げる」は語尾の母音がi 以外の活用形でy という子音が挿入される．
ver → veo, ves, ve, vemos, veis, ven

huir → huyo, huyes, huye, huimos, huís, huyen

＊ir，dar，saber，ver の活用は固有のパターンである．一方，huirの活用は，uir という不定詞語尾を持つ動詞すべてに当てはまる．
例: construir - construyo［他動］建設する; incluir - incluyo［他動］含める．
２．形容詞
(1) o で終わる形容詞や地名から派生した形容詞(☆ただしo 以外の母音で終わるものは除く）は性と数の変化をする．
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【語句】blanco［形］白い; español［形］スペインの，スペイン人の，スペイン語の．
(2) その他の形容詞は数の変化だけをする．
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【語句】verde［形］緑の; azul［形］青い．
· 地名から派生した形容詞で，o 以外の母音（a，e，i，u）で終わるものも数の変化だけをする．

例: belga［形］ベルギーの;estadounidense［形］アメリカ合衆国の; marroquí［形］モロッコの; papú［形］パプアの.

（3）名詞との性・数の一致．形容詞は名詞を修飾して名詞句を形成する．形容詞の語形は修飾する名詞の性と数に一致する．例: 5¿Es un lugar bonito? また主語の補語にもなる．

例: 7Valencia es famosa por la paella. このとき，形容詞の形は主語の性・数と一致する．
（4）形容詞の位置．形容詞は名詞の前にも後に現れ，それぞれ意味が異なる．一般に名詞の後にあるのが普通だが，そのとき形容詞は名詞を限定する働きを持つ．たとえば，un lugar bonito「きれいな場所」は，さまざまなlugar「場所」がある中で限定して「きれいな場所」を指す．

例: 6Sí, allí tienen unas playas estupendas y un clima muy agradable.

一方，名詞の前にある形容詞は名詞の性質を説明しているのであって，他の名詞から区別しているのではない．たとえば次の文中のenormes「巨大な」はmuñecos 「人形」の性質を説明している．いろいろな人形からとくに「小さな」という限定をつけて取り出しているわけではない．

13En toda la ciudad vemos enormes muñecos de cartón de distintos temas. 
名詞の前にある形容詞は主観的・感情的なニュアンスとなる．他に，数量を示す形容詞も名詞の前に置かれる．

例: 8Muchos españoles, cuando llega el verano, huyen de las grandes ciudades y van a las numerosas playas turísticas del litoral del país.

３．a＋「人」を示す直接目的語
直接目的語は「人」を示す名詞のときは，その前に前置詞のa をつける．たとえば，
¿Conoces a Juan? 「君はフアンを知っている？」
Conozco al Sr. López. 「私はロペスさんを知っています．」
Conozco Madrid. 「私はマドリードを知っています．」
上のはじめの２つの文はJuan とSr. López は，人を指すので，a やal が使われるが，最後のMadrid は地名なので，a をつけない．（☆al はa と定冠詞のel が結合した形である．）
